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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第１四半期連結
累計期間

第52期
第１四半期連結
累計期間

第51期

会計期間
自平成24年１月１日
至平成24年３月31日

自平成25年１月１日
至平成25年３月31日

自平成24年１月１日
至平成24年12月31日

完成業務高（千円） 1,183,234 1,470,870 4,366,163

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
△7,358 165,294 △118,044

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△21,658 136,238 △158,275

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△3,406 155,872 △130,497

純資産額（千円） 3,669,965 3,698,615 3,542,743

総資産額（千円） 4,994,770 5,112,433 4,617,473

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△2.90 18.24 △21.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 73.5 72.3 76.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
61,647 △35,040 △251,641

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
63,547 206,664 △43,683

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,212 97,265 △10,474

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
967,773 808,896 539,078

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．完成業務高には、消費税等は含んでおりません。

　　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第52期第１四半期連結累計期間につきま

しては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第51期第１四半期連結累計期間及び第51期につ

きましては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　　 
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２【事業の内容】

　　当第１四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものです。

　

　継続企業の前提に対する重要事象について

　当グループは、前期まで継続して重要な営業損失を計上していることから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生

じさせる状況が存在しております。

　

２【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

　

(1）業績の状況

　　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、デフレからの早期脱却のための経済対策、為替レートの円高

　是正、金融政策の効果等などを背景に企業収益に改善の兆しがみえはじめ、株価の回復も顕著になるなど景気回復

　への期待が膨らんでまいりました。

　　当建設コンサルタント業界におきましては、受注の外部環境は価格競争などにより依然として厳しい状況が続い

　ておりますが、当グループの主力事業である上下水道分野では施設・設備の地震・防災対策、老朽化対策、経営基

　盤の強化支援業務などのコンサルタント業務に重点がおかれてまいりました。

　　このような外部環境の中で当グループは、これらのニーズに対する営業活動を積極的に展開し、受注の確保に努

　めるとともに、組織のスリム化による生産性向上や人件費の圧縮などによる固定費の削減を図ってまいりました。　　

　　　　　

　　この結果、当第１四半期連結累計期間の受注高は４億６千万円（前年同四半期比8.0％減）となりました。一

　方、完成業務高は14億７千万円（前年同四半期比24.3％増）、営業利益は１億６千８百万円（前年同四半期は営業

　損失７百万円）、経常利益は１億６千５百万円（前年同四半期は経常損失７百万円）、四半期純利益は１億３千６

　百万円（前年同四半期は四半期純損失２千１百万円）となりました。

　当グループにおける事業部門別の業績は、次のとおりであります。

［建設コンサルタント部門］

　建設コンサルタント部門につきましては、受注高は３億７千７百万円（前年同四半期比16.3％減）となりました。

一方、完成業務高は13億７千７百万円（前年同四半期比30.6％増）となりました。

［情報処理部門］

　　情報処理部門につきましては、受注高は８千３百万円（前年同四半期比66.6％増）となりました。一方、完成業

　務高は９千３百万円（前年同四半期比27.3％減）となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、主として売上債権

の増加、未成業務受入金の増加、定期預金の払戻と預入の純額による収入などにより、前連結会計年度末に比べて５

億３千９百万円増加し、８億８百万円となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により使用した資金は３千５百万円（前年同四半期は６千１百万円の獲得）となりました。

　主な内訳は税金等調整前四半期純利益１億６千５百万円、売上債権の増加額４億１千万円、未成業務受入金の増加

額１億６千７百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により獲得した資金は２億６百万円（前年同四半期は６千３百万円の獲得）となりました。

　これは主に定期預金の預入と払戻の純額による収入２億１千５百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により獲得した資金は９千７百万円（前年同四半期は２百万円の使用）となりました。

　これは主に短期借入れによる収入１億円によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　
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(4）研究開発活動　

 当第１四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

　

(5) 重要事象等について

当グループは、前期まで継続して営業損失を計上していることから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生

じさせる状況が存在しております。

　この状況を解消するため、平成24年12月に新経営陣のもとOEC経営改善委員会を設置し、経営の安定と発展のた

めの活動を開始しました。この委員会では組織の単純化、品質保証体制、作業効率の向上、総合原価の低減などに

関し、現状の課題となっている事項について改善策を示すとともに、成長戦略として時代のニーズに合わせた技

術開発や品質向上、新市場の開拓などの方向性を確立してまいります。それにより、経営の健全化に向けて全社一

丸となって速やかに経営改善及び成長戦略を実践し業績回復を図ってまいります。

　一方、資金面につきましては、当連結会計年度に見込まれる運転資金の需要に対して、現在の現預金残高での対

応が十分に可能であり、新たな資金調達の必要性はありません。

　従いまして、当社は、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないと認識しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,911,000

計 19,911,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数(株)
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数（株）
(平成25年５月14日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,796,800 7,796,800
㈱東京証券取引所

市場第二部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は500株であり

ます。

計 7,796,800 7,796,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年１月１日～

 平成25年３月31日 
－ 7,796,800 － 1,093,000 － 2,171,308

　

　 

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

　 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    328,500
－ 単元株式数500株

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,425,000 14,850 同上

単元未満株式 普通株式     43,300 －
１単元（500株）未満

の株式

発行済株式総数 7,796,800 － －

総株主の議決権 － 14,850 －

 

②【自己株式等】

　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

オリジナル設計株式会社
東京都渋谷区元代々

木町３０番１３号
328,500 － 328,500 4.21

計 － 328,500 － 328,500 4.21

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日から平成

25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人五大による四半期レビューを受けております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

EDINET提出書類

オリジナル設計株式会社(E04955)

四半期報告書

 9/17



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,569,616 1,624,149

受取手形及び完成業務未収入金 1,417,124 1,828,088

未成業務支出金 7,174 10,932

その他 49,345 55,379

流動資産合計 3,043,260 3,518,549

固定資産

有形固定資産 302,926 298,546

無形固定資産 102,881 98,449

投資その他の資産

長期性預金 800,000 800,000

その他 ※1
 368,405

※1
 396,887

投資その他の資産合計 1,168,405 1,196,887

固定資産合計 1,574,213 1,593,883

資産合計 4,617,473 5,112,433

負債の部

流動負債

業務未払金 201,945 260,388

リース債務 11,075 9,741

短期借入金 － 100,000

未払法人税等 58,244 33,351

未成業務受入金 64,969 232,686

賞与引当金 19,070 61,172

受注損失引当金 29,567 29,619

その他 160,492 157,185

流動負債合計 545,365 884,145

固定負債

リース債務 14,227 12,828

繰延税金負債 10,562 19,999

退職給付引当金 451,033 443,126

資産除去債務 45,141 45,317

その他 8,400 8,400

固定負債合計 529,365 529,672

負債合計 1,074,730 1,413,817

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,000 1,093,000

資本剰余金 3,109,291 3,109,291

利益剰余金 △372,383 △236,145

自己株式 △285,052 △285,052

株主資本合計 3,544,855 3,681,094

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,112 17,521

その他の包括利益累計額合計 △2,112 17,521

純資産合計 3,542,743 3,698,615

負債純資産合計 4,617,473 5,112,433
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

完成業務高 1,183,234 1,470,870

完成業務原価 885,322 1,028,457

売上総利益 297,912 442,412

販売費及び一般管理費 305,394 273,513

営業利益又は営業損失（△） △7,482 168,899

営業外収益

受取利息 524 671

為替差益 580 927

出向者業務分担金 2,518 －

その他 2,224 646

営業外収益合計 5,846 2,245

営業外費用

支払利息 444 632

株式関係費用 5,279 5,212

その他 － 5

営業外費用合計 5,723 5,850

経常利益又は経常損失（△） △7,358 165,294

特別損失

減損損失 1,260 －

固定資産除却損 104 －

特別損失合計 1,365 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△8,724 165,294

法人税、住民税及び事業税 12,647 29,321

法人税等調整額 287 △265

法人税等合計 12,934 29,055

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△21,658 136,238

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,658 136,238

EDINET提出書類

オリジナル設計株式会社(E04955)

四半期報告書

11/17



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△21,658 136,238

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,252 19,633

その他の包括利益合計 18,252 19,633

四半期包括利益 △3,406 155,872

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,406 155,872

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△8,724 165,294

減価償却費 15,333 14,967

減損損失 1,260 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 39,864 42,102

受注損失引当金の増減額（△は減少） △11,581 51

退職給付引当金の増減額（△は減少） 166 △7,907

受取利息及び受取配当金 △524 △671

支払利息 444 632

固定資産除売却損益（△は益） 104 －

売上債権の増減額（△は増加） △44,683 △410,964

未成業務支出金の増減額（△は増加） 6,256 △3,757

仕入債務の増減額（△は減少） △8,073 58,443

未成業務受入金の増減額（△は減少） 174,208 167,716

その他 △54,501 △9,710

小計 109,550 16,196

利息及び配当金の受取額 201 360

利息の支払額 △444 △632

法人税等の支払額 △47,659 △50,964

営業活動によるキャッシュ・フロー 61,647 △35,040

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 79,822 215,284

有形固定資産の取得による支出 △2,389 △109

無形固定資産の取得による支出 △7,910 △6,342

敷金及び保証金の差入による支出 △3,838 △124

その他の支出 △2,491 △2,323

その他の収入 354 279

投資活動によるキャッシュ・フロー 63,547 206,664

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 100,000

自己株式の取得による支出 △24 －

配当金の支払額 － △2

リース債務の返済による支出 △2,187 △2,732

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,212 97,265

現金及び現金同等物に係る換算差額 580 927

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 123,562 269,817

現金及び現金同等物の期首残高 844,211 539,078

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 967,773

※
 808,896
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成24年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年３月31日）

投資その他の資産 9,036千円 9,036千円

 

２．偶発債務

 　　 　　　　・元役員の損害賠償請求に係る偶発債務

　　　　　　　　当第１四半期連結会計期間（平成25年３月31日）

　　　　　　　　　当社は、元代表取締役２名より、平成24年11月６日開催の臨時株主総会における解任決議には、正当

　　　　　　　　な理由がないとして、平成24年12月11日付で3,936万円の損害賠償請求訴訟を東京地方裁判所において

　　　　　　　　提起され、現在係争中であります。当社といたしましては、元代表取締役の解任には正当な理由がある

　　　　　　　　と認識しており、今後も法廷の場で適切に対応していく方針であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日）

現金及び預金勘定 1,899,349千円 1,624,149千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △930,276 △815,253

担保に供している定期預金 △1,300 －　

現金及び現金同等物 967,773 808,896

 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

当社グループは、建設コンサルタント事業並びにこれらに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を

省略しております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日）

　  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

　　半期純損失金額（△）
△2円90銭 18円24銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△21,658 136,238

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△21,658 136,238

普通株式の期中平均株式数（株） 7,469,057 7,467,929

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期連結累計期間につきましては、１株当た

　　　　り四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間につ

　　　　きましては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年５月14日

オリジナル設計株式会社

取締役会　御中

監査法人五大

 
指定社員
業務執行社員　

 公認会計士 手塚　眞佐子　　印

 
指定社員
業務執行社員　

 公認会計士 宮村　和哉　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオリジナル設計株

式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年１月１日か

ら平成25年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オリジナル設計株式会社及び連結子会社の平成25年３月31日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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